
健
康
フ
ェ
ス
タ

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
医
師
な
ど
に
よ

る
健
康
相
談
も
実
施
し
ま
す
。 

日
時　

10
月
15
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

メ
デ
ィ
カ
ル
り
ん
く
う
ポ
ー

ト
（
南
海
・
Ｊ
Ｒ
「
り
ん
く
う
タ
ウ

●
講
演
会
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
い

い
靴
の
選
び
方
（
仮
題
）」

時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込　

９
月
１
日
㈮
以
降
に
健
康

推
進
課
へ

９
月
は
健
康
増
進
月
間
で
す

〜
健
康
寿
命
延
伸
〜

「
１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
」

　

泉
佐
野
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
健
康
が
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
の
理
念
の
も
と
、

平
成
27
年
３
月
に「
健
康
増
進
計
画
」

を
策
定
、
平
成
28
年
３
月
に
健
康
都

市
宣
言
し
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

 

被
爆
二
世
健
康
診
断

対
象　

府
内
在
住
の
被
爆
二
世
で
受

診
を
希
望
す
る
人

石綿ばく露者の健康管理に係る試行調査
　泉佐野市では大阪府からの委託で、石綿ばく露者の健康管
理に係る試行調査を実施します。
期間　平成31年度まで（予定）
内容　問診、胸部CT検査、保健指導、精密検査（胸部CT検
査の結果、石綿を原因とする肺疾患が疑われる場合のみ）
※胸部CT検査を受診しない人は、調査対象にはなりません。
目的　石綿検診の実施を見据え、試行調査を実施することを
通じて、実施主体・既存検診（肺がん検診など）との連携方法・
対象者、対象地域の考え方・検査頻度・事業に要する費用な
どの課題・検討を行うこと
対象　次の①～④の全てにあてはまる人
①市内に住民票がある
②調査対象地域やその周辺で石綿取扱い施設が稼働してい
たなど石綿飛散が発生した可能性のある時期に、当該調査対
象地域に居住していた
 ③市が検査を実施する医療機関などで受診できる
④試行調査の内容を理解し、調査への協力に同意する
※条件に該当する人であっても、下記の人は対象外になりま
す。
●労働安全衛生法の石綿健康管理手帳を取得しているまた
は交付要件に該当している
●石綿障害予防規則により職場などで石綿に関する特殊健康
診断を受けることができる
●石綿関連疾患が原因で医
療機関を継続的に受診し、
石綿関連疾患に係る健康管
理が行われている
申込・問合先　健康推進課
※受診無料。調査の流れや
実施医療機関など詳しくは
問い合わせてください。

ン
」
駅
徒
歩
５
分
）

内
容

●
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
足
裏
バ
ラ
ン
ス

測
定
な
ど
）

●
日
焼
け
止
め
お
試
し
会

●
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
折
り

紙
体
験

●
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
食
育
（
塩
分
を

考
え
る
）
な
ど

協
賛　

ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社

問
合
先　

健
康
推
進
課　

※
参
加
無
料
（
体
験
コ
ー
ナ
ー
一
部

有
料
）

９
月
24　　
日
〜
30　　
日
は

結
核
予
防
週
間

〜
結
核
は
、
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
〜

　

結
核
の
感
染
・
発
病
を
防
ぐ
に
は
、

予
防
接
種
、
早
期
発
見
、
体
力
の
保

持
が
大
切
で
す
。

【
結
核
予
防
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
せ
き
が
２
週
間
以
上
続
い
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

●
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

●
乳
児
の
予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
を

必
ず
受
け
る 

申
込　

９
月
１
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈫

に
泉
佐
野
保
健
所
（
〠
５
９
８・
０
０

０
１ 

上
瓦
屋
５
８
３
番
地
の
１ 

☎
４

６
２・７
７
０
１ 

Fax
４
６
２・５
４
２

６
）
へ

※
実
父
母
の
被
爆
者
健
康
手
帳
の
番

号
と
受
診
申
込
者
の
印
鑑
が
必
要
。

実
施
日
と
健
診
場
所
は
申
込
を
さ
れ

た
後
、
本
人
に
直
接
通
知

問
合
先　

府 

地
域
保
健
課 

疾
病

対
策
・
援
護
グ
ル
ー
プ
（
☎
06
・

６
９
４
４
・
９
１
７
２
）

※
受
診
無
料

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

を
心
が
け
る

●
禁
煙
す
る

●
疲
労
を
避
け
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

つ
と
め
る

●
高
齢
者
や
免
疫
力
の
落
ち
て
い
る

人
は
特
に
注
意
す
る

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所

（
☎
４
６
２・
７
７
０
３)
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音楽健康指導士2級養成講座（泉佐野会場）
　音楽介護予防教室「泉佐野元気塾」の講師となっていただく音楽健康指導士を養成する
ための講座を開催します。
日時　12月19日㈫・20日㈬、来年1月22日㈪・23日㈫（全4回）※別途在宅講座あり
場所　社会福祉センター（中庄1102番地・旧保健センター）
※駐車場は数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。
内容　●在宅講座…「音楽健康指導士」「介護・福祉」「音楽健康セッション」の理解
　　　●集合講座…「音楽と健康」「運動と健康」「音楽健康セッション」の実践
　　　●認定試験

対象　泉佐野市在住の18歳以上で、資格認定後に「泉佐野元気塾」の
インストラクターとして従事することを承諾できる人
定員　25人（申込多数の場合は抽選）
受講料　10,800円（初回認定費用）※同額の資格認定更新費用が3年
毎に必要
講座運営・申込・問合先　10月2日㈪～31日㈫に一般社団法人 日本音
楽健康協会（☎03-5488-6061 Fax03-3280-2188)へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

心
臓
の
血
管
が
つ
ま
る
「
心
筋

梗
塞
」、
脳
の
血
管
が
つ
ま
る
「
脳

梗
塞
」、脳
の
動
脈
瘤
が
破
れ
る
「
く

も
膜
下
出
血
」。
こ
れ
ら
の
病
気
は

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
だ
け

で
な
く
、
す
み
や
か
に
治
療
を
開
始
し
な
い
と
重
い
後

遺
症
が
残
っ
た
り
、
死
に
至
る
大
変
危
険
な
病
気
で
す
。

治
療
方
法
に
は
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
あ
り
、
放

射
線
部
門
は
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
今
年
１
月
か
ら
の
半
年
間
で
心
臓
１
１
８

人
、
脳
血
管
52
人
の
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
・
治
療
を
実

施
し
て
お
り
、
放
射
線
技
術
科
で
は
、
す
み
や
か
に

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
・
治
療
が
開
始
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
の
教
育
・
研
修
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
「
心
筋
梗
塞
」
が
疑
わ
れ
る
が
明
ら
か
な
症
状
が
な

い
場
合
、
心
臓
CT
で
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
心
臓
CT
の
撮
影
も
24
時
間
体
制
で
実
施
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
脳
梗
塞
」
の
場
合
、
CT
検
査
で
出
血
が
な
く
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
で
梗
塞
が
疑
わ
れ
る
と
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
院
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
が
24
時
間
実
施
で
き
る
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
く
も
膜
下
出
血
」
は
、
原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤
を

発
見
し
予
防
的
治
療
を
行
う
事
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳
動
脈
瘤
を
探
す
に
は
、

脳
の
血
管
を
任
意
の
断
面
で
観
察
で
き
る
脳
Ｍ
Ｒ
Ａ

検
査
が
有
用
で
、
当
院
で
は
よ
り
詳
細
な
部
分
ま
で

観
察
で
き
る
高
磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
（
3T
）
を
用
い
て

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は

「
脳
ド
ッ
ク
」
に
脳
Ｍ
Ｒ
Ａ
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

昨
年
度
は
５
人
に
１
人
の
方
が
「
脳
ド
ッ
ク
」
を
選

択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
よ
り
迅
速
な
治
療
開
始
が
必
要
な
病
気
に

対
す
る
放
射
線
技
術
科
の
体
制
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
り
安
全
な
治
療
体
制

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

当
院
は
日
本
消
化
器
病

学
会
・
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
の
指
導
施
設
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
が
扱
う
疾

患
は
腹
部
が
中
心
で
、
食
道
・
胃
・
小
腸
・
大

腸
な
ど
の
消
化
管
と
、
肝
臓
・
膵
臓
・
胆
の
う

な
ど
の
実
質
臓
器
ま
で
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
救
急
か
ら
慢

性
期
ま
で
の
幅
広
い
疾
患
を
扱
う
だ
け
で
は
な

く
、早
期
胃
癌
の
内
視
鏡
的
切
除
、大
腸
ポ
リ
ー

プ
の
内
視
鏡
治
療
、
胆
石
胆
管
炎
の
内
視
鏡
治

療
（
乳
頭
切
開
術
・
砕
石
術
）
お
よ
び
Ｂ
型
・

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
経
口
薬
治
療
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
常
勤
医
は
２
人
で
、
両
名
と
も
日

本
消
化
器
病
学
会
指
導
医
で
あ
り
１
人
は
日

本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
指
導
医
、
１
人
は
日

本
肝
臓
学
会
専
門
医
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

非
常
勤
医
師
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
外
来
診

察
お
よ
び
上
部
内
視
鏡
、
下
部
内
視
鏡
と
も

に
平
日
は
す
べ
て
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
予
約
外

で
も
緊
急
で
内
視
鏡
検
査
が
可
能
で
す
。　

　

内
視
鏡
検
査
と
い
う
と
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
胃
カ
メ
ラ
で

は
経
鼻
内
視
鏡
（
鼻
か
ら
の
内
視
鏡
）
や
鎮

静
化
（
眠
っ
て
い
る
う
ち
に
検
査
を
す
る
）

こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
大
腸
カ
メ
ラ
で

は
炭
酸
ガ
ス
送
気
（
検
査
に
よ
る
お
な
か
の

張
り
が
楽
）
に
て
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
事
も
「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
が
大

切
で
す
。
各
種
が
ん
検
診
や
肝
炎
検
診
を
進

ん
で
受
け
、
異
常
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け

医
よ
り
当
院
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

消
化
器
内
科

主
任
部
長　
　
　

大
西　

亨

放
射
線
技
術
科

　

技
術
科
長　
　
　

小
西
康
彦 

地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）
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